
第 3回青森県医療ソーシャルワーカー研修会 開催要項 

 

開催日時：2023 年 3 月 25 日（土）14 時 00 分～16 時 00 分（入室 13 時 30 分〜） 

 

会  場：オンライン（ZOOM）  

 

対  象：青森県医療ソーシャルワーカー会員、社会福祉士を目指している学生（高校生以上） 

他関心がある方 

 

目  的：①青森県は、がん死亡率が 18 年連続ワーストであり、各年齢別の死亡率を全国と比較す 

ると、男性の 50 代後半で約 1.5 倍、60 代前半で 1.52 倍、女性の 50 代後半で 1.4 倍と 

働く世代でがんの死亡率が高い。 

     がんについての正しい理解と、がん患者や家族等、がんと向き合う人々に対する共感 

的な理解を深め、医療ソーシャルワーカー業務指針＊１にあるよう解決を援助する知識を 

取得する。 

②実践報告からソーシャルアクションを学ぶ。 

 

学習目標：病気に関する偏見や差別がなく、患者やその家族に対する理解と支援ができるようになる。 

病気に関する情報やサポートを提供できるようになる。 

実践報告からソーシャルアクションが出来るヒントを得る。 

 

定  員：80 名（定員を超えるお申込みの場合は会員を優先します） 

 

参加費：会員、学生：無料 

    来年度から入会されるかた：無料 

    今回だけ受講の方：3,000 円 

     

参加申込：Peatix からお申込みください。 

 

テーマ：がん教育の経験から学ぶ医療ソーシャルワーカーへの期待 

 

内  容：（１）第一部 がん教育 

          〜実際受けてみましょう〜 

講師 青森県病院局     

社会福祉士 飯村健治 

（２）第二部 実践報告 

          〜ソーシャルワーカーががん教育を行うまでの不安、方法、成果〜 

講師 青森県病院局     

社会福祉士 飯村健治 

 

14:00～ 
オープニング・セッション 

青森県医療ソーシャルワーカー協会 会長 袴田光樹 

14:05～14:55 

第一部 がん教育 

〜実際受けてみましょう〜 

講師 青森県病院局 社会福祉士 飯村健治 

14:55～15:05 休憩 

15:05～15:45 

第二部 実践報告 

〜がん教育を行うまでの不安、方法、成果〜 

講師 青森県病院局 社会福祉士 飯村健治 

15:45〜15:55 質疑応答 

15：55〜16:00 
クロージング・セッション 

青森県医療ソーシャルワーカー協会 
＊1（二 業務の範囲（１）療養中の心理的・社会的問題の解決、調整援助 ⑦がん、エイズ、難病等傷病の需要が困難な場合に、その問題

の解決を援助すること） 


